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教 科 国  語 科 目 現代文Ａ 単位数 ３ 

学 年 ３  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科 

教科書（出版社） 高等学校 改訂版 新編現代文Ａ（第一学習社）   

副教材（出版社） 新編現代文Ａ学習課題集（第一学習社） 

授業の概要 

読むことを中心に教材の理解を深め、基礎的な知識を身に付けるとともに、グ

ループ学習などを通して多様な思考に触れ、主体的な考察を行い、自身の思考を表

現したり発表したりする。 

授業の目標 

近代以降の様々な文章を読むことによって、我が国の言語文化に対する理解を深

め、生涯にわたって読書に親しみ、国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育て

る。 
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間 
 

 

学 
 
 

習 
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 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

１ 新しい発見 

・なぜ“コロンブスの卵”を

描くのか 

２ 小説を読む（一） 

・調律師のるみ子さん 

３ 言語と文化 

・犬も歩けば棒に当たる 

４ 小説を読む（三） 

・鼻  

・文章の流れをつかみ、基礎的な読解方法を身に付ける。 

 

 

・小説読解の基本を確認し、短編小説の世界を鑑賞する。 

 

・筆者の主張・考えを適切に読み取る。 

 

・歴史に材を採った小説が現代的な問題を主題化すること

を理解する。 

２ 

学 
期 

１ 詩を味わう 

 ・永訣の朝 

２ 小説を読む（六） 

・山月記 

 

３ 人間と文化 

 ・花女房 

４ 小説を読む（一） 

 ・デューク 

５ 小説を読む（四） 

 ・卒業 

・表現上の特色について理解する。 

 

・漢文的な表現が醸し出す独特の雰囲気や、その表現のお

もしろさを味わう。 

・「人間」とは何かということについて考えを深める。 

・論の展開に即して文章を正確に読解できるようにする。 

 

・「生死」を扱った文章に触れ、他人の気持ちに寄り添っ

たり想像したりする。 

・「働くこと」や「他者との関わり」から、自己を見つめ

直す契機とする。 

３
学
期 

１ 人間と社会 

・支え合うことの意味 

・「支え合い」がなぜ各人の存在にとって必須の条件とな

るのか、自らの経験と照らし合わせて考える。 

観
点
別
評
価 

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解 

 文章を読む楽し

さを味わい、文章

に親しむととも

に、我が国の言語

文化に対する理解

を深めようとして

いるか。        

     近代以降の文章

を読み、文章に表

れた思想や感情を

読み取り、自分の

考えを深め、発展

させているか。 

 言語文化及び

言葉の特徴やき

まりなどについ

て の 理 解 を 深

め、知識を身に

付けているか。 

備

考 

３つの観点に基づき、各学期ごとに 100点法で評価し、学年末には各学期の評価を平均し総合的

に評価する。 


